
平
成
20
年
度
新
規
事
業
の
概

要
及
び
実
施
計
画
に
つ
い
て
、

所
轄
グ
ル
ー
プ
か
ら
説
明
を
求

め
、
そ
の
後
、
質
疑
を
行
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
土
山
駅
西
側
踏
切
の
南

側
の
道
路
改
良
を
断
念
し
た
が
、

用
地
買
収
可
能
な
３
軒
を
買
収

し
て
、
歩
道
の
新
設
や
車
道
拡

幅
を
行
う
考
え
は
な
い
の
か
。

当
初
の
構
想
に
そ
ぐ
わ
な
い

た
め
、
事
業
効
果
は
な
く
、
部

分
的
な
用
地
買
収
は
し
な
い
と

決
定
し
て
い
る
。

神
戸
新
聞
で
「
開
か
ず
」「
狭

い
歩
道
」
解
消
へ
、
踏
み
切
り

12
カ
所
を
改
良
と
の
報
道
が
あ

っ
た
が
、
山
陽
電
鉄
の
大
中
踏

切
の
対
応
は
。

国
に
歩
道
の
拡
幅
を
要
望
し

て
踏
切
の
改
良
許
可
を
得
て
い

る
。
９
ｍ
に
拡
幅
す
る
計
画
で

主
に
歩
道
を
整
備
す
る
。
踏
切

の
改
良
が
進
ん
で
い
な
い
の
で

新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
と
思
う
が
、

県
と
相
談
し
な
が
ら
22
年
度
に

は
工
事
に
着
手
し
た
い
。

当
町
に
は
市
街
化
調
整
区
域

が
何
ha
残
っ
て
い
る
の
か
。

播
磨
町
に
は
84
ha
の
調
整
区

域
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
の
大
中

東
地
区
14
・
１
ha
と
、
野
添
北

地
区
３
・
９
ha
の
、
計
18
ha
の

見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
。

町
道
浜
幹
線
と
特
定
道
路
財

源
と
の
関
係
は
。

地
方
特
定
道
路
整
備
事
業
の

多
く
は
道
路
特
定
財
源
に
依
存

し
て
お
り
、
大
い
に
関
係
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
に
つ
い
て

も
道
路
特
定
財
源
か
ら
補
助
さ

れ
る
。

宅
地
開
発
す
る
場
合
に
お
い

て
、
地
元
住
民
と
の
話
し
合
い

を
持
つ
規
定
を
要
綱
に
盛
り
込

ま
れ
な
い
か
。

都
市
計
画
法
の
基
準
で
は
、

隣
接
者
の
同
意
だ
け
で
開
発
で

き
る
。
行
政
か
ら
開
発
の
条
件

と
し
て
地
元
説
明
会
の
義
務
づ

け
は
無
理
で
あ
る
。
業
者
に
説

明
会
を
依
頼
し
た
場
合
、
開
催

し
て
い
る
と
思
う
。

二
子
南
交
差
点
と
新
幹
線
南

側
の
間
に
、
10
階
建
て
の
ホ
テ

ル
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

開
発
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
。

都
市
計
画
法
及
び
建
築
基
準

法
上
問
題
の
な
い
建
物
で
あ
り
、

色
な
ど
景
観
も
周
辺
住
民
に
説

明
し
て
問
題
が
な
か
っ
た
。
法

律
上
の
問
題
は
な
い
。

３
年
を
経
過
し
て
も
水
洗
化

し
な
い
人
の
理
由
は
。

老
人
世
帯
な
ど
経
済
的
に
困

難
な
人
は
少
な
く
、
空
き
家
や

長
期
不
在
が
一
番
多
い
。

下
水
道
受
益
者
負
担
金
を
納

付
し
な
く
て
も
、
水
洗
化
使
用

で
き
る
の
か
。

受
益
者
負
担
金
は
当
初
賦
課

し
た
人
に
し
か
請
求
で
き
な
い

欠
点
が
あ
り
、
賦
課
後
５
年
で

時
効
と
な
る
。
下
水
道
協
会
の

指
導
で
、
差
し
押
さ
え
が
出
来

る
よ
う
に
な
っ
た
。

教
育
委
員
会
の
考
え
方
を
聞
く
。

①
食
育
の
観
点
か
ら
、
生
徒
全

員
を
対
象
と
す
る
。

②
朝
食
の
欠
食
や
、
生
徒
の
個

食
化
が
増
加
す
る
今
、
食
環
境

の
改
善
は
、
教
育
の
責
務
。

③
献
立
の
作
成
・
食
材
の
選
定

・
調
達
を
町
で
行
い
、
給
食
調

理
・
配
送
な
ど
を
業
者
に
委
託

す
る
方
法
を
採
用
し
た
い
。

④
配
送
は
、
食
缶
運
搬
方
式
。

小
学
校
に
近
い
ス
タ
イ
ル
。
献

立
は
小
中
学
校
と
も
同
じ
で
量

が
異
な
る
。

盛
り
付
け
ま
で
10
分
、
食
事

15
分
、
片
付
け
10
分
程
度
で
、

昼
食
時
間
内
に
納
ま
る
。

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
家
庭
か

ら
の
弁
当
も
あ
り
得
る
。

全
員
給
食
は
、
教
職
員
に
手

間
を
か
け
る
し
、
財
政
負
担
は

大
き
い
が
、
教
職
員
を
は
じ
め
、

保
護
者
へ
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
理
解
を
求
め
る
。
必
要
が

あ
れ
ば
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
。

説
明
会
で
の
意
見
や
、
給
食

の
方
式
に
掛
か
る
設
置
費
用
や

運
営
経
費
な
ど
の
財
政
負
担
や
、

長
所
・
短
所
の
比
較
資
料
の
提

示
を
依
頼
し
た
。

(旧)
北
小
学
校
跡
地
施
設
の
運
営

今
年
度
か
ら
体
育
館
・
給
食

棟
な
ど
の
改
修
工
事
に
着
手
。

通
学
範
囲
は
、
播
磨
町
・
加

古
川
市
・
高
砂
市
で
、
知
的
障

害
を
対
象
に
小
学
部
・
中
学

部
・
高
等
部
で
１
８
０
人
の
通

学
を
予
定
。

地
元
説
明
は
、
計
画
案
を
固

め
て
か
ら
行
う
。

地
元
か
ら
要
望
の
あ
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
は
、
道
路
隣

接
部
で
確
保
で
き
る
。

今
後
、
交
流
施
設
の
ス
ペ
ー

ス(

６
０
０
㎡
以
上)
と
場
所
、

駐
車
場
や
歩
道
の
整
備
な
ど
を

要
望
す
る
。

土
山
駅
南
地
区
の
開
発

現
時
点
で
は
計
画
を
中
断
。

整
地
に
つ
い
て
一
千
万
円
を

要
す
る
。
暫
定
整
備
に
お
金
を

か
け
た
く
な
い
。「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
は
り
ま
」

よ
り
緑
化
の
申
し
出
を
受
け
て

い
る
。

誘
致
の
協
議
相
手
の
病
院
は
、

資
金
・
人
材
面
な
ど
か
ら
時
間

が
必
要
。

交
渉
相
手
は
、
総
合
病
院
で

も
、
小
児
科
で
も
産
婦
人
科
で

も
な
い
。

適
正
価
格
で
土
地
を
貸
与
す

る
な
ら
議
会
の
議
決
は
不
要
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
検
討

運
行
経
費
見
込
み
は
、
初
期

投
資
４
０
０
万
円
、
年
間
運
行

経
費
２
７
０
５
万
円
、
運
賃
収

入
５
４
１
万
円（
収
支
率
20
％
）、

国
庫
補
助
は
３
年
間
２
分
の
１

補
助
あ
り
。
今
年
度
の
実
施
は

見
送
り
。

タ
ク
シ
ー
形
式
な
ど
も
組
み

合
わ
せ
て
町
全
体
も
見
据
え
て

検
討
し
た
い
。

町
は
交
通
弱
者
の
足
を
確
保

す
る
こ
と
が
目
的
。
乗
合
型
・

近
隣
と
の
連
携
・
福
祉
チ
ケ
ッ

ト
配
布
な
ど
、
議
会
の
提
案
に

対
し
て
は
、
方
向
性
を
検
討
し

た
い
。

19 平成20年７月24日 18議会だよりNo.192

総総総総

務務務務

文文文文

教教教教

「
中
学
校
給
食
は
」

■
５
月
27
日
開
催

Ｑ

Ａ

▲町道二子古田線の道路改良予定地

ＱＡ

Ｑ Ａ

Ｑ

Ａ

ゆ
う
あ
い
園
を
視
察

施
設
の
目
的
は
、
障
が
い
に

応
じ
た
生
活
指
導
、
作
業
指
導

を
行
う
と
と
も
に
基
本
的
生
活

習
慣
を
養
い
、
自
力
生
活
、
集

団
へ
の
参
加
が
で
き
る
よ
う
援

助
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
主
な
質
疑
は
次
の
通
り
。

作
業
量
と
現
状
の
課
題
は
。

作
業
量
が
減
っ
て
い
る
。
不

景
気
で
な
か
な
か
作
業
が
な
い
。

作
業
工
賃
は
。

月
額
６
千
円
、
こ
れ
は
作
業

収
入
が
あ
っ
た
か
ら
払
え
た
金

額
。
も
ち
ろ
ん
作
業
収
入
が
減

れ
ば
作
業
工
賃
も
下
が
る
。
こ

の
４
月
か
ら
支
払
方
法
は
日
給
。

国
・
県
・
町
か
ら
の
補
助
金

額
は
。

現
在
、
小
規
模
通
所
授
産
施

設
運
営
費
の
補
助
金
と
し
て
１

千
万
円
。
国
５
０
０
万
円
、
県

２
５
０
万
円
、
町
２
５
０
万
円
。

障
害
者
自
立
支
援
制
度
移
行

に
お
け
る
問
題
点
は
。

在
籍
者
20
人
が
引
き
続
い
て

民民民民

生生生生

生生生生

活活活活

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
」

ＡＱ ■
４
月
23
日
開
催

Ｑ

来
ら
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
と
検

討
中
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

平
成
18
年
の
「
健
康
保
険
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

が
成
立
。
こ
れ
を
受
け
て
、
老

人
保
健
法
が
「
高
齢
者
の
医
療

の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
改

定
さ
れ
た
。

老
人
保
健
法
と
の
違
い
と
し

て
、
運
営
主
体
は
こ
れ
ま
で
市

町
単
独
で
あ
っ
た
が
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
で
は
県
下
市
町

で
構
成
さ
れ
る
広
域
連
合
で
す
。

患
者
負
担
は
１
割
、
現
役
並
み

所
得
に
よ
り
３
割
で
従
来
と
同

じ
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

自
己
負
担
を
除
く
１
割
を
保
険

料
と
し
て
徴
収
す
る
。
財
源
構

議
会
が
出
前
す
る

「
住
民
懇
談
会
」

７
月
20
日
、
東
部
コ
ミ

セ
ン
で
開
催
。

ＡＱＡＱＡ

■
５
月
19
日
開
催

▲ゆうあい園の運営状況などについて
説明を受ける

成
に
つ
い
て
、
老
人
保
健
制
度

が
公
費
約
５
割
、
拠
出
金
約
５

割
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
公
費
約
５
割
、
支
援
金
約
４

割
、
保
険
料
約
１
割
と
な
っ
て

い
る
。
主
な
質
疑
は
次
の
通
り
。

保
険
料
の
年
金
天
引
き
は
、

市
町
村
と
社
会
保
険
庁
の
ど
ち

ら
が
す
る
の
か
。

社
会
保
険
庁
が
年
金
天
引
き

を
行
い
、
そ
の
額
を
市
町
村
に

振
り
込
ん
で
く
る
。

将
来
に
お
い
て
軽
減
措
置
を

行
う
の
か
。

広
域
連
合
で
進
め
る
事
業
で

あ
り
、
一
般
会
計
の
繰
り
入
れ

は
考
え
に
く
い
。

国
民
健
康
保
険
は
国
か
ら
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
が
課
せ
ら
れ
て
い

る
と
聞
い
た
が
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
で
は
。

２
年
後
の
特
定
健
診
受
診
率

が
65
％
に
達
し
て
い
な
い
場
合

に
生
じ
る
。

そ
の
他

・
大
気
中
浮
遊
粒
子
状
物
質

（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）
に
つ
い
て
。

・
庁
舎
屋
上
に
設
置
さ
れ
て
い

る
Ｓ
Ｐ
Ｍ
の
測
定
器
を
見
学
。

・
疫
学
調
査
に
つ
い
て
。

・
小
児
救
急
医
療
に
つ
い
て
。

・
ご
み
の
分
別
収
集
の
徹
底
に

つ
い
て
。

・
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
。

・
財
団
法
人
東
播
臨
海
救
急
医

療
協
会
理
事
会
の
報
告
。

・
二
市
二
町
議
会
環
境
保
全
協

議
会
の
報
告
。

ＱＡＱＡＱ

Ａ

建建建建

設設設設

水水水水

道道道道

「
安
全
な
道
路
対
策
は
」

■
５
月
７
日
開
催

ＱＡＱＡＱ

ＱＡ Ａ

広広広広

報報報報

公公公公

聴聴聴聴

「
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
を
検
討
」

■
５
月
８
日（
大
阪
府
島
本
町
）

■
５
月
９
日（
石
川
県
内
灘
町
）

視
察
研
修

島
本
町
で
は
、
議
会
だ
よ
り

を
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
で
発
行
し
て

お
り
、
記
事
の
内
容
や
経
費
削

減
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

内
灘
町
で
は
、
特
集
記
事
に

知
恵
を
絞
り
、
住
民
の
視
点
に

立
っ
た
課
題
や
タ
イ
ム
リ
ー
な

話
題
、
本
議
会
後
の
追
跡
な
ど

学
ぶ
点
が
多
か
っ
た
。

▲議会だよりをタブロイド版で発行している
島本町を視察




